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全国ハイヤー・タクシー連合会

現状・課題

○いわゆる地理試験の廃止及び二種免許取得の効率化
○外国人在留資格特定技能１号制度の活用
○勤務シフトの変更

全タク連 概要

名称：一般社団法人 全国ハイヤー・タクシー連合会

設立：昭和３７年１１月１０日
会長：川鍋 一朗
会員：各都道府県タクシー協会

全国の法人タクシーの約９５％が加盟（車両ベース）
タクシー業界の現状（令和５年度実績）
法人タクシー事業者数 ５，５４９社
法人タクシー車両数 １６８，８３６台
個人タクシー車両数 ２５，６９３台

輸送人員 約９億９，４００万人
営業収入 約１兆３，９００億円

１．タクシーの供給力強化と最適化

出典：東京ハイヤー・タクシー協会
（注）グラフはタクシー運転者数（登録実施機関別運転者証交付数
（法人））を、令和２年３月末を１００として指数で表したもの。

ﾀｸｼー運転者数の推移（指数）

コロナ禍が終息し、インバウンドも復活する状況を受け、
タクシーの供給不足が指摘される中、下記施策の実施によ
り、本年６月末においては、コロナ禍発生直後の令和２年
３月末と比較して約８６％までドライバー数を回復させて
おり引き続きその改善に全力で取り組み中。

○運賃改定の実施
タクシー運転者の労働環境改善等に対応するため、令和
２年４月１日以降、令和７年６月末までに全国 ブロッ
クのうち ブロックで運賃改定を実施



全国ハイヤー・タクシー連合会

○乗合タクシー、日本版ライドシェアの普及促進、公共ラ
イドシェアへの参画
タクシー業界は、「国土交通省「交通空白」解消本
部」等と連携して交通空白の解消に取り組んでいる。

○乗り場の改善

（東京駅八重洲口タクシー乗り場）

出典：東京ハイヤー・
タクシー協会

２．利用者利便向上への取組
○利用者利便及び業務効率の向上に向けたスマホ配車の普及
促進及びキャッシュレス化の推進

出典：東京ハイヤータクシー協会

○観光シーズンに他営業圏からのﾀｸｼー派遣により供給力を強化

（ニセコモデル出発式 令和 年 月）

タクシーの乗車スペース
３ ５台へ
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全国ハイヤー・タクシー連合会
○インバウンド対応
・タクシー配車アプリの多言語化の普及促進
・多言語音声翻訳システムの導入
・外国語で接遇できるタクシー運転者の養成

○観光タクシーの運行

３．白タク行為の根絶に向けた取組

・主にインバウンド客を対象とした白タク行為が空港や
観光地で多発

・運輸支局、警察署、空港会社、タクシー協会などで対
策会議を開催、白タク行為防止の啓発活動を実施

空港等で配布した
啓発用チラシ

出典
東京交通新聞

成田空港における啓発活動

出典：東京ハイヤータクシー協会
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全国ハイヤー・タクシー連合会

次期観光立国推進基本計画に向けて

【タクシーの位置づけについて】
次期観光立国推進基本計画においては、タクシーを観光地における重要な二次交通として位置づけていただくようお願い

します。

【具体の施策について】
○タクシー事業に対する支援の継続と拡充
現在もタクシー事業については、人材確保支援（二種免許取得経費、広報費等の補助）、ＤＸ・ＧＸによる省力化・経営

改善支援（アプリ配車、キャッシュレス決済導入等に対する補助）、地方誘客に向けた「観光の足」の確保に対する支援
（乗り場環境の整備、ジャンボタクシー導入、多言語対応機器導入等に対する補助）など、ご支援をいただいているところ。
インバウンドの地方誘客を一層強力に進める上で、今後もタクシー事業に対する支援の継続と拡充をお願いします。

○外国人在留資格特定技能１号に係る日本語能力試験の受験機会の拡大
２０２４年からタクシー事業が新たに特定技能の対象となったところ、外国人ドライバーの受入れがより容易となるよう

日本語能力を測る試験等の受験機会の拡大をお願いします。

○運賃改定の迅速化及び運賃改定のサイクル化の実現
昨今の燃料油価格高騰、最低賃金の引き上げ等労働環境改善及びアプリ配車、キャッシュレス等の利用者利便向上に対応

するため、運賃改定の更なる迅速化及び２～３年周期の運賃改定のサイクル化の実現に対し支援をお願いします。

○白タク行為の根絶
前段で述べた主にインバウンド客を対象とした白タク行為のほか、ハイヤー事業者による違法な営業についての報道もあ

る。インバウンドの振興策と並行して、白タク根絶に向けた抜本的な対策をお願いします。
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